
大田区環境審議会の今後の運用について 

１ 主旨 

  平成 22 年度に発足した大田区環境審議会は、今年度で 17 年目を迎える。同審

議会においては、毎年、会議を２回程度開催し、区の施策の進捗を確認・管理し

ているほか、区の環境保全に係る最上位計画（現 第２次大田区環境基本計画）等

の策定及び改定の際には、必要に応じて専門部会を設置し、各テーマに沿い熟議

してきた。 

  一方で、新型コロナ感染症の影響により、令和２年度以降については、会議の

在り方や区長への答申方法など、適宜変更を加え柔軟に対応してきた。 

  ついては、上記の影響はすでに収束していること、また同計画に基づく区から

の報告内容が多岐にわたることなどを踏まえ、今後の審議会の運用方法の見直し

に係る議論を行う。 

 

２ 見直し検討内容 

（１）専門部会の設置 

  ア 設置根拠（大田区環境審議会専門部会設置要綱（以下、抜粋）） 

（ア）目的【第１条】 

…（省略）…各分野に精通した委員による専門部会を設置することで、 

専門的かつ効果的な調査検討、評価等をすることを目的とする。 

（イ）検討事項等【第２条】 

・分野ごとに調査検討、評価等をする必要性が認められる事項 

・大田区環境基本計画の重点プロジェクト及び個別施策に関し、 

分野ごとに調査検討をする必要性が認められる事項 

・環境の保全に関する基本的事項に関し、専門性が高いと認められる事項 

・その他区長が必要と認める事項 

 

 

 

 

  イ 役割（案） 

（ア）第２次大田区環境基本計画の進行管理として位置づけられている「行動 

計画」を事業スキーム及び事業成果の観点から分析・評価する。 

（イ）上記内容を審議会にて報告する。 

ウ 開始年度（案） 

  令和９年度（「行動計画 2027（令和８年度事業実績）」） 

エ 種類（案）  

（ア）脱炭素社会・循環型経済（社会） 分野 

（イ）自然再興 分野 

オ 専門部会委員（案） 

  別添のとおり ※なお、部会長は要綱第５条に基づき部会にて互選 
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【参考】令和４年度第１回審議会決定事項 

  ・専門部会は必置とせず、全体会での審議を基本とする。 

  ・専門部会は、要綱に基づき、分野ごとの審議の必要性や専門性が高いと認められる 

事項等がある場合に、専門的かつ効果的に審議するために設置する 



（２）審議会から区長への答申又は提言の方法 

  ア 現行 ※資料 2-2 参照 

    令和４年度以降も区事務局が代理で報告している。 

  イ 変更（案） 

    原則、会長が区長と面会し直接報告する。なお、スケジュールの調整が困 

難な場合は、区事務局が代理で報告する。 

 

（３）今後のスケジュール案（イメージ） 

 

時期 審議会 専門部会 備考 

令和８(2026)年度 

R8.8 第１回  ・ 「行動計画 2026」の検証 

・専門部会設置の検討 

・答申内容の確認 R8.12 第２回  

R9.1～ 答申報告  ・原則、区長に直接 

令和９(2027)年度 

R9 夏頃  第１回 ・ 「行動計画 2027」の検証 

R9 冬頃 第１回  
・専門部会から上記報告 

・答申内容の確認 

R10.1～ 答申報告  ・原則、区長に直接 

R10.2～ 【調整期間】第 10 期委員就任関係 

令和 10(2028)年度 

～R10.5 【調整期間】第 10 期委員就任関係 

R10 春頃 第１回 
 ・【新】計画策定に向けた議論 

（専門部会の在り方含む） 

R10 夏頃  第１回 ・「行動計画 2028」の検証 

R10 冬頃 第２回  

・専門部会から上記報告 

・答申内容の確認 

・【新】計画策定に向けた議論 

R11.1～ 答申報告  ・原則、区長に直接 

令和 11(2029)年度 ・区:検証⇒調査⇒大枠⇒骨子⇒素案⇒パブリックコメント⇒案 

令和 12(2030)年度 ・審議会：専門部会を中心とした議論  
※「素案」まで R11 年度（理想） 

R12.2～5 【調整期間】第 11 期委員就任関係 

令和 13(2031)年度 

R13.4 （仮称）第３次大田区環境基本計画 公表  ※策定は３月 

 



 

【参考】これまでの審議会の運用状況について 

年度 会議名 時期 主な議案等 

Ｒ元 

2019 

専門部会 D,F（自然・環境学習） 8/21 「大田区の環境」の報告 

専門部会 B,E（公害・リサイクル） 8/28 

専門部会 A,C（産業・温暖化対策） 10/2 

第１回審議会 10/31 専門部会からの報告 

答申（案） 

答申報告 12/18 ※会長から区長に直接 

Ｒ２ 

2020 

第１回審議会 ※書面 10 月 会長、副会長の選出 

「大田区の環境」の報告 

第２回審議会 11/6 第１回審議会意見等の報告 

答申（案） 

答申報告 11 月 ※区事務局から区長（コロナ対応） 

Ｒ３ 

2021 

第１回審議会 ※書面 ６月 大田区環境アクションプランの骨子（案） 

第２回審議会 10/22 大田区環境基本計画に基づく実績報告 

大田区環境アクションプラン素案 

第３回審議会 12/10 大田区環境アクションプラン素案 

答申（案） 

答申報告 12 月 ※区事務局から区長（コロナ対応） 

Ｒ４ 

2022 

第１回審議会 8/19 大田区環境基本計画に基づく実績報告 

大田区脱炭素戦略の策定    

大田区環境審議会専門部会の見直し 

⇒必置とせず、全体会での審議を基本 

分野毎の必要性や専門性により判断 

第２回審議会 12/23 大田区脱炭素戦略素案 

第３回審議会 3/15 大田区脱炭素戦略素案 

第２次大田区環境基本計画の策定 

答申（案） 

答申報告 ３月 ※区事務局から区長（継続） 

Ｒ５ 

2023 

第１回審議会 8/4 大田区環境アクションプランに基づく実績報告 

第２次大田区環境基本計画の策定 

大田区環境審議会専門部会の設置 

⇒生物多様性の動向を踏まえ、自然共生社

会の構築に係る専門部会を設置 

専門部会（自然共生社会の構築） 12/7 大田区における自然共生のあるべき姿 

森林環境譲与税 

第２回大田区審議会 2/16 第２次大田区環境基本計画の骨子案 

答申（案） 

答申報告 ３月 ※区事務局から区長（継続） 

Ｒ６ 

2024 

公募区民による座談会 7/31 第２次大田区環境基本計画の素案(大枠) 

第１回審議会 ※書面 ８月 第２次大田区環境基本計画の素案(大枠) 

第２回審議会 12/20 第２次大田区環境基本計画素案 

第３回審議会 2/4 第２次大田区環境基本計画案（パブリック

コメント結果及び環境審議会意見） 

答申（案） 

答申報告 ３月 ※区事務局から区長（継続） 

Ｒ７ 

2025 

第１回審議会 8/4 行動計画 2025（案） 

第２回審議会 3/2 行動計画 2025（案） 

答申（案） 

答申報告 ３月 ※区事務局から区長（継続）  

資料４-２ 


